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早春のフキノトウ
茎の先にたくさんのつぼみ

をつげた淡を、 「塔」に見たて

フキノトウと言われる。その

嬉は摘まずに放っておくと、

30cmにもなる。おひたしゃあ

え物など、その香りやほろ苦

さが食点に容の訪れを告げ、

好まれている。
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:小
学
校
の
卒
業
式
は
三
月
二
十
日
に
行
わ
れ
、

三
千
七
十
人
の
児
童
が
中
学
へ
進
学
・:
*

*
:・
し
ま
す
。

中
学
校
の
卒
業
式
は
三
月
十
日
に
行
わ
れ
、

一ニ
千
百
六
十
二
人
の
生
徒
が
卒
・:
*

*
:・
業
し
ま
す
。
児
童
も
生
徒
も
新
し
い
進
路
に
向
か
っ
て
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
・:
+円

安
・:で
し
ょ
う
。
今
、
子
供
た
ち
は
卒
業
を
間
近
に
し
て
、
学
校
で
の
思
い
出
に
、
い
ろ
い
:・
*

*
:・
ろ
な
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
*

三
ク
ラ
ス
ず
つ
あ
る
の
で
、
約
色
を
塗
り
、
掲
示
板
の
枠
に
し

六
十
枚
作
り
各
ク
ラ
ス
三
枚
ず
ま
ず
。

つ
配
布
し
て
、

一
学
期
に

一
枚

使
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
縄
跳
び

ゃ
綱
引
き
、
二
人
三
脚
な
ど
を

親
と
子
で
行
い
、
楽
し
い
卒
業

の
思
い
出
に
す
る
そ
う
で
す
。

給
食
専
用
の
台

ふ
き
ん
を
作
る

横
内
小
学
校
六
年
生

イ'

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
デ
ザ
ー
ト

を
作
る
子
供
た
ち

横
内
小
学
校
で
は
、
給
食
用

の
配
ぜ
ん
台
専
用
の
ふ
き
ん
を

作
っ
て
、
新

一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
各
ク
ラ
ス
に
配
布
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま

ま
で
は
、
教
室
を
掃
除
す
る
ぞ

う
き
ん
の
中
か
ら
き
れ
い
な
物

を
選
ん
で
使
っ
て
い
た
の
で
、

専
用
の
台
ふ
き
ん
を
作
ろ
う
と

決
め
た
の
で
す
。
父
兄
で
作
る

卒
業
準
備
委
員
会
が
、
さ
ら
し

を
調
達
し
、

三
月
九
日
に
開
催

す
る
親
子
で
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
日
に
、
子
供
二
人
と
親

ニ
人
が
組
に
な
り、

一
枚
ず
つ

作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
は
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イドンサ

カ
ッ
プ
な
ど
に

思
い
出
の
給
を

真
土
小
学
校
六
年
生

一
品
土
小
学
校
で
は
、
図
工
の

時
間
に
学
校
の
思
い
出
を
作
ろ

う
と
、
粘
土
で
カ
ッ
プ
や
茶
わ

ん
、
皿
、
ど
ん
ぶ
り
な
ど
を
作

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
絵

に
か
き
、
本
焼
き
し
ま
し
た

(
上
の
写
真
)
。
ま
た
、
自
画
像

を
版
画
に
彫
り
、
地
区
の
公
民

館
ま
つ
り
に
飾
る
そ
う
で
す
。

コ
ル
ク
の
掲
示

板
を
製
作
す
る

崇
響
小
学
校
六
年
生

崇
普
小
学
校
で
は
、
教
室
一の

廊
下
に
あ
る
掲
示
板
を
、
自
分

た
ち
の
手
で
使
い
や
す
く
し
よ

う
と
、
作
り
替
え
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

ま
ず
、
ベ
ニ
ア
板
で
は
画
び

ょ
う
が
と
お
し
に
く
い
た
め
、

低
学
年
で
も
で
き
る
よ
う
に
、

コ
ル
ク
の
仮
に
替
え
ま
し
た
。

そ
し
て
周
り
の
枠
は
、
七
日
ン
れ

の
正
方
形
の
板
に
、

一
人
一
人

が
植
物
や
草
花
な
ど
を
彫
っ
て

サ
ン
ド
イ
ッ
チ

で
先
生
と
会
食

大
野
小
学
校
六
年
生

大
野
小
学
校
で
は
、
学
校
を

訪
ね
る
方
の
た
め
に
、
校
内
を

分
か
り
ゃ
す
く
紹
介
し
よ
う

と
、
教
室
名
や
職
員
室
な
ど
を

表
示
し
た
、
築
内
板
(
縦
九
十

日
ン
討
、
横
百
二
十
日
ン
れ
)
を
作

り
ま
す
。
築
内
板
に
は
、
ブ
ー

ル
や
体
育
館
、
庭
な
ど
、
建
物

の
周
囲
に
あ
る
施
設
や
花
壇
な

ど
を
絵
で
冊
目
き
入
れ
、
位
置
を

分
か
り
ゃ
す
く
し
ま
す
。
設
位

す
る
場
所
は
、
玄
関
と
昇
降
口

の
二
か
所
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
家
庭
科
の
時
間
を
利

用
し
て
、

三
ク
ラ
ス
あ
る
子
供

た
ち
が
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
作

り
、
学
校
の
全
先
生
を
三
班
に

分
貯
、
図
暫
室
に
招
待
し
、
先

生
と
の
楽
し
い
お
別
れ
食
事
会

を
行
い
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
に
額

縁
を
贈
り
ま
す

山
下
小
学
校
六
年
生

山
下
小
学
校
で
は
、
各
学
年

五
ク
ラ
ス
ず
つ
あ
り
ま
す
が
、

四
ツ
切
り
の
商
用
紙
が
入
る
額

を
作
り
、
各
ク
ラ
ス
に
ニ
個
ず

つ
贈
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ス
の
展
示
用
に
使
っ
て
も
ら
お

う
と
い
う
も
の
で
す
。

額
の
縁
は
、
幅
が
六
弓
れ
で
、

こ
れ
に
花
や
動
物
、
植
物
、
果

物
な
ど
の
テ
l
マ
に
添
っ
て
、

一ニ
・
四
人
で

一
つ
の
額
縁
を
彫

り
ニ
ス
で
仕
上
げ
を
し
ま
す
。

三
月
二
十
日
の
卒
業
式
に
は
、

こ
の
額
に
自
分
た
ち
の
自
画
像

を
入
れ
て
、
体
育
館
に
飾
り
、

式
に
華
を
添
え
る
予
定
で
す
。

先
生
と
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
く

豊
田
小
学
校
六
年
生

盟
国
小
学
校
も
、
ラ
ワ
ン
材

で
額
縁
を
作
り
各
学
年
に
贈
っ

て
、
作
品
の
展
示
用
に
使
っ
て

い
た
だ
く
そ
う
で
す
。
ま
た
、

三
月
十
日
に
は
、
校
舎
を
き
れ

い
に
し
よ
う
と
、
普
段
消
棉
の

で
き
な
い
階
段
や
壁
な
ど
の
掃

除
を
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
三
月
十
四
日
に
は
、

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
を
招

き
、
先
生
と
一
緒
に
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
お
別
れ
親
善
試
合
を
行

い
ま
す
。
雨
の
と
き
は
、
体
育

館
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
だ

そ
う
で
す
。

学
校
へ
の
案
内

板
を
設
置
す
る

松
が
丘
小
学
校
六
年
生

松
が
丘
小
学
校
で
は
、
紫
焼

き
し
て
あ
る
カ
ッ
プ
を
購
入
し

て
、
子
供
た
ち
が
自
分
の
好
み

の
サ
ッ
カ
ー
の
選
手
や
遠
足
の

思
い
出
、

植
物
、
動
物
な
ど
を

絵
に
か
き
、
小
学
校
の
思
い
出

と
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
へ
の

案
内
板
が
な
い
の
で
、
木
の
板

に
子
供
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

も
の
を
ペ
ン
キ
で
塗
り
、
親
し

み
ゃ
す
い
看
板
を
作
っ
て
、
学

校
の
近
く
に
設
置
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
学
校
は
、
個
人

用
と
し
て
オ
ル
ゴ
ー
ル
付
き
物

入
れ
や
置
き
時
計
な
ど
を
作
る

学
校
が
多
い
よ
う
で
す
。
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市
民
の
揺
ら
い
の
場
、
活
動
の
場
と
し

て
新
し
い
時
代
に
適
応
し
た
機
能
を
持

ち、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ロ
ア
と
し
昭
和
六

十
三
年
七
月
に
M
N
ピ
ル
十
階
に
オ
l
プ

リ

ン
し
た
で
あ
い
の
フ
ロ
ア
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
活
実
に
利
用
者
が
増

え
、
図
告
、
リ
ス
ニ
ン
グ
・
ビ
デ
オ
コ
ー

ナ
ー
だ
け
で
、
平
成
五
年
度
の
利
用
者
が

約
三
万
五
千
人
。

フ
ロ
ア
は
、
図
哲
コ
ー
ナ
ー
、
リ
ス
ニ

ン
グ

・
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
、
ふ
る
さ
と
コ

ー
ナ
ー
、
全
国
キ
ャ
プ
テ
ン
コ
ー
ナ
ー
、

C

♂ ‘< 

図書コーナーやビデオコーナーも ある
掴b ..、P

MNビル10階「で、あいのフロ戸」
A
T
V
コ
ー
ナ
ー
、

F
M
湘
南
ナ
パ
サ
ス

タ
ジ
オ
、
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
な
ど

・

に
分
か
れ
て
い
る
。
市
民
の
み
な
さ
ん

ぜ

が
、
出
会
い
、
ふ
れ
合
い
、
集
え
る
場
な

げ

の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。
利
用

、

時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
七
時

(駅
A

前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
は
除
く
)
で
、
毎

、

月
第
三
日
曜
日
が
お
休
み
。
な
お
、
主
な

コ
ー
ナ
ー
の
利
用
内
容
は
次
の
と
お
り
。

J

{図
書
コ
ー
ナ
ー
】

、

約

一
万
冊
の
蔵
由
、
月
刊
雑
誌
四
十
誌

が
閲
覧

・
借
用
で
き
(
雑
誌
は
閲
覧
の

4

み
て
図
書
館
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ

り
図
暫
館
の
蔵
官
の
情
報
も
得
ら
れ
る
。

ム

{
リ
ス
ニ
ン
グ

・
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
}

ビ
デ
オ
テ
ー
プ

・
C
D
等
の
映
像
や
音

楽
を
室
内
ブ
1
ス
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

J

る。
で
あ
い
の
フ
ロ
ア
各
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い

て
の
詳
し
い
こ
と
は
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
(
電
話
n
l
一
O
O
こ
に
お
問
い

、

合
わ
せ
を
。

純
一持
品
予
算
信
行
布
持
拡
品
作



(2) 平成ア年3月 1日広報ひらつか

今年もすでに 21件の火災が発生。

火の元には十分注意を

「安
心
の
暮
ら
し
の
中
心
火

の
用
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

三
月
一
日
(
水
)
か
ら
七
日

(
火
)
ま
で
、
全
国
一
斉
に
春

の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

写真トピvクス
第546~

る
。
今
年
も
二
月
二
十
日
現
在

で
ニ
十
一
件
の
火
災
が
発
生
し

て
い
る
。

火
災
は

一
瞬
の
う
ち
に
尊
い

財
産
や
か
け
が
え
の
な
い
家
族

の
命
ま
で
も
奪
っ
て
し
ま
う
の

み
な
ら
ず
、
近
隣
の
方
々
に
も

被
害
を
与
え
て
し
ま
う
。

火
災
は
慣
れ
と
油
断
か
ら
起

こ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
か

ら
春
先
に
か
け
て
空
気
が
乾
燥

し
、
強
い
風
が
吹
く
な
ど
、
一

年
の
中
で
も
火
災
の
発
生
が
多

く
な
る
時
期
に
入
る
。
こ
の
機

会
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

・
家
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い

・
コ
ン
ロ
に
天
ぷ
ら
油
を
乗
せ

た
ま
ま
そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
市
販
さ
れ
て
い
る
天
ぷ
ら
油

の
凝
固
剤
は
安
全
な
使
用
方
法

で・
寝
た
ば
こ
を
し
な
い

・
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
し
な

い
で
、
吸
い
殻
は
所
定
の
場
所

へ
捨
て
る

・
暖
房
器
具
は
正
し
い
使
用
方

法
で
、
燃
え
や
す
い
物
を
周
囲

に
置
か
な
い

-
ス
ト
ー
ブ
は
燃
料
補
給
時
の

こ
ぼ
れ
た
油
は
拭
き
と
る

-
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は

子
供
の
手
の
届
く
所
に
位
か
な

'ν
 

・
強
風
時
や
日
没
後
は
た
き
火

を
し
な
い

・
た
き
火
の
時
は
、
あ
ら
か
じ

め
消
火
準
備
と
確
実
な
消
火
を

す
る

生
ご
み
処
理
器
の
利
用

日
ご
ろ
か
ら
市
民
の
み
な
さ

ん
に
、
ご
み
の
減
品
化
の

一
環

と
し
て
生
ご
み
処
理
器
を
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
。
二
月
二
十

日
現
在
で
八
千
八
百
世
帯
で
一

万
四
百
二
十
三
個
が
既
に
使
わ

れ
、
生
ご
み
処
理
器
の
使
用
に

よ
り
減
誌
で
き
た
ご
み
処
理
費

は
、
約

一
億
五
千
万
円
と
推
定

さ
れ
る
(
平
成
元
年
度
か
ら
五

年
度
ま
で
)
。

生
ご
み
処
理
器
に
は
、

二
つ

ふ
れ
あ
い
と
穣
瀕

公
民
館
ま
っ
mv

骨瓜

各
地
区
の
公
民
館
で
は
、

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
の
発

表
ゃ
、

地
獄
の
人
々
の
ふ
れ

あ
い
の
渇
と
し
て
の
イ
ベ
ン

ト

「
公
民
留
ま
つ
り
」
ガ
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
あ
出
掛
け
を
。

の
方
式
(
据
え
置
き
型
と
埋
め

込
み
型
)
と
四
つ
の
大
き
さ
が

あ
り
、
ど
ち
ら
も
土
中
に
い
る

微
生
物
を
利
用
し
、
生
ご
み
を

た
い
肥
化
さ
せ
る
。
生
ご
み
処

理
器
の
大
き
さ
、
価
格
は
次
の

と
お
り
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
ご

利
用
い
た
だ
き
た
い
。

マ
型
名
、

価
格
、

大
き
さ

・
初
型

ご

千
円
)

一
辺
佑
匂

目
、
高
さ

ω日ン
M

川

-m型
(
一
千
百
円
)
直
径

ω

匂
灯
、
高
さ
侃
何ン
M

川

-m型
(
一
千
三
百
円
)
直
径

焼そばの下ごしら えも大変

3月の移動図書館の日程

15日

16日

16日

17日

17日

29日 ・15: 00~16 : 00 

30日 ・13: 30~14 : 30 

30R .15 : 00~16 : 00 

31日 ・13: 00~14 : 00 

31日 ・15: 00~16 : 00 

• 13 : 00へ-13: 50 

• 14 : 1O~14 : 40 

• 15 : 1O~16 : 10 

• 15 : 00~16 : 00 

• 13 : 00~13 : 30 

• 13 : 40~1 4 : 30 

• 15 : 00~16 : 00 

• 13 : 30~ 14 : 30 

• 15 : 00へ-16: 00 

• 13 : OO~ 14 : 00 

• 14 : 30~ 15 : 20 

• 15 : 30~16 : 00 

臼

日

白

日

日

日

日

日

日

日

日

臼

円

日

日

日

円
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M

勺

'

弓

'

守

'
o
o
n
3
n
wd
A
w
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司

A

'
A

、
よ

松延小学校

金目小学校

みずほ小学校

ふじみ野商l苫街

旭陵中学校

港小学校

海 宝 寺

世田公民館

松が丘公民館

城島小学校

城島公民館

岡崎小学校

浄心寺

金田公民館

ニヒ屋小学校

吉沢小学校

吉沢公民館

η
内
ンM
川
、
高
さ
九
日
ンM
州

-m型
(
二
千
四
百
円
)
直
径

回目
ン討
、
高
さ
河
内
ン
M
州

※

m型
の
み
埋
め
込
み
型

購
入
の
申
し
込
み
等
詳
し
く

は
、
環
境
衛
生
業
務
課
ご
み
滅

泣
対
策
係

(内
線
二
三
九
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
を
。

居
住
プ
ラ
ン
の
閲
覧
を

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
や
街
づ
く
り
に

は
、
住
宅
、
都
市
、
福
祉
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
各
分
野
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
市
で

は
、
多
彩
な
住
ま
い
の
供
給
、

生
活
道
路
、
公
園

・
緑
地
の
整

備
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
地

域
の
ふ
れ
あ
い
や
環
境
へ
の
配

慮
な
ど
、
様
々
な
住
ま
い
づ
く

り
や
街
づ
く
り
を
盛
り
込
ん
だ

「湘
南
ひ
ら
つ
か
居
住
プ
ラ
ン
」

を
冊
子
に
し
、
閲
覧

・
貸
し
出

し
を
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
利
用

を
。
な
お
、
貸
し
出
し
場
所
は

次
の
と
お
り
。

マ
建
築
謀
、
各
図
岱
館
、
中
央

公
民
館
、
各
地
区
公
民
館
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
建
築
課
住

宅
係
(
内
線
四
六
四
)
に
お
尋

ね
を
。カ

ル
チ
ャ
ー
教
室

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
(
追
加
分
)

の
受
講
生
を
募
集
す
る
。

【古
筆
か
な
}
募
集
6
人

マ
日
程

4
月
か
ら
平
成
8
年

3
月
ま
で
の
第
2
・
第
4
水
曜

日
、
全
M
回

マ
時
間
午
前
日
時
1
日
時
羽

分マ
講
師
毎
日
出
迫
展
審
査
会

員

平
野
翠
甫
氏

マ
受
講
料
一
万
二
千
円
(
前

期
ロ
回
分
)

申
し
込
み
は
、
三
月
十
日

(
金
)
ま
で
に
は
が
き
に
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て、

〒
加
平
塚
市
見

22臼

23日

23日

23日

24日

24日

28日

28日

28日

附
町
十
五

l
一

市
民
セ
ン
タ

ー
内
ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
事

業
運
営
委
員
会

(包
括
詑
l
ニ

二
三
五
)
へ
。官

一フぷ

(
電
話
幻
|
六
三
二
九
)

{フ
ォ

1
ト
花
水
写
真
展
}
3

月
2
日
(
木
)
1
7
日

(
火
)

{ひ
ら
つ
か
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

作
品
展
}
3
月
9
日
(木

)
i
u

日
(
火
)

{ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
か
ら
シ
ル
バ

ー
ま
で
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す

畿
の
表
現
い
ろ
い
ろ
}
3
月
凶

日
(
木

)
5
紅
白

(祝
)

{ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
美
術
館
}
3

月
幻
自
(
木
)
ら
お
日
(
火
)

【湘
南
写
真
フ
ォ
ー
ラ
ム
明
]

3
月
初
日

(木
)

3
4
月
4
日

(火
)市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

-
中
央
公
民
館
2
階
(
屯
話
M

|
一
一
一
一
一
)

{第

5
回
G
展
(
複
数
展
)}
3

月
8
日

(水

)
t
u日
(
日
)

{グ
ル
ー
プ
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ

ゃ
展
パ
1
ト
3
(
古
道
)}
3
月

u日
(火

)
3凶
日

(
日
)

湘南ひらつか自キス沖釣り大会 住所ガ変わったら異動の届け出を
住民異動届は、選挙、就学、園民年

金、国民健康保険、予防獲種、 EO鑑 証 明

などのもとになる重要なものです。住所

ガ変わっ疋ときは、必ず14日以内に届け

出をしてく定さい。

居け出lこは、その万の氏名、住所、異

動しだ年月目、従前の住所等がわかるよ

うlこし、本人吉安定は世帯主等ガ届け出る

こ と に怠っています。うその届け出をし

だり、正当の理由ガ.なく届け出をおこだ

つだ場合|志、~料ガ科せられる錫合ガあ

ります。

観光漁業の基地「 平塚の酒釣り」

の紹介や宣伝を図 るために、 第 16
回湖南ひらつか白 キス沖釣り大会

を開 催す る。 ぜ ひご巷加を。

開催日 4月 1日(土)

荒天の場合 5月6日(土)
・出船 午前日時~納ヤ午後 2時

-受付 午前 6時 30分 - 7帥 :10分
・参加資格と募集人員 I~~:j校中以 1:240人

・参加料と続投方法 乍 1本と針 2本、

おもりは}(}-1<争から15~ J'まで。えさは

乙Pャリメ。 5500ドj
・申し込み も1'-塚港釣出へ'，11活か芭段
-qE滋I:;tL ;UJr!i22ー5956
. !七t台良ISJ:L IJ 21ー 1312
・浅八丸 IJ 21 -0904 
・J土三 郎丸 IJ 21ー 1012

市民課市民異動係〈内線236)-担当商 業観光課(内線549)※問い合わせ
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血
液
検
査
で
数
値
の
確
認

)} 

広報ひらつか

腎
臓
は
、
ソ
ラ
マ
メ
状
の
ち

ょ
う
ど
成
人
の
握
り
こ
ぶ
し
大

の
臓
器
で
、
背
側
の
腰
部
に
左

右
一
つ
ず
つ
あ
る
。
体
内
の
老

廃
物
を
尿
と
し
て
排
せ
っ
す
る

こ
と
が
第
一
の
役
割
で
あ
る

が
、
そ
の
ほ
か
に
血
圧
の
調
節
、

骨
代
謝
の
調
節
、
赤
血
球
を
つ

く
る
ホ
ル
モ
ン
分
泌
な
ど
も
行

っ
て
い
る。

腎
機
能
を
調
べ
る
検
査
に
は

様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、

一
般

的
に
よ
く
行
わ
れ
る
検
査
に
、

尿
検
査
と
血
液
検
査
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
管
機

能
の
状
態
を
調
べ
る
検
査
項
目

に
つ
い
て
い
く
つ
か
紹
介
す

る。{
血
中
原
棄
窒
素
(
B
U
N
)}

た
ん
白
の
最
終
代
謝
産
物
で

平成フ年3月 1日(3) 

腎臓は、腰部に左右 lつずつある

主
に
肝
臓
で
ア
ン
モ
ニ
ア
か
ら

合
成
さ
れ
る
尿
紫
の
中
に
含
ま

れ
る
窒
紫
畳
の
こ
と
で
、
腎
臓

の
ろ
過
す
る
働
き
や
物
質
を
再

吸
収
す
る
働
き
な
ど
を
調
べ
る

も
の
で
あ
る
。
正
常
値
は
、
十

か
ら
二
十
ミリ
M
Z
O
J
M
で
、
成

人
で
は
男
性
が
女
性
よ
り
高

く
、
四
十
歳
以
降
で
は
次
第
に

増
加
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

{
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
}

血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
、
筋

肉
内
で
ク
レ
ア
チ
ン
と
い
う
物

質
か
ら
つ
く
ら
れ
、
腎
臓
で
ろ

過
さ
れ
た
後
に
尿
中
へ
排
せ
っ

さ
れ
る
。
尿
索
袋
一
索
と
同
じ
く

はがきに赤ち ゃんの氏名、性別、生年月日と両親の住

所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

事ください。対象は 1歳未 満 の 赤 ちゃんです。応募

されたはがき(1 日掲職分は26 日~10日締め切り、

15日掲載分は11 日 ~25 日締め切り)は、抽選に
より広報紙に掲載します。今回は28人応募。

会送り先 〒254平塚市浅間町9ー 1

平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージ」係

腎
臓
の
ろ
過
す
る
機
能
を
調
べ

る
も
の
で
あ
る
が
、
尿
紫
窒
紫

よ
り
外
的
な
影
轡
が
少
な
い
。

正
常
値
は
、

0
・
八
か
ら
一

・

五
ミリ
匂
パ
'
J
MM
で
あ
る
。
た
だ

し
、
長
期
の
寝
た
き
り
等
で
筋

肉
が
極
端
に
衰
え
て
い
る
場

合
、
問
問
機
能
の
状
態
を
正
確
に

あ
ら
わ
ず
と
は
限
ら
な
い
。

{ク
レ
ア
チ
ニ
ン
・
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
}

一
定
時
間
尿
を
た
め
て
い
る

聞
に
採
血
し
、
単
位
時
間
あ
た

り
ど
の
く
ら
い
血
中
の
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
が
尿
中
へ
排
せ
っ
さ
れ

る
か
と
い
う
ろ
過
機
能
を
澗
べ

る
も
の
で
、
よ
り
正
確
に
時
機

能
を
検
査
す
る
場
合
に
行
わ
れ

る
。
正
常
値
は
、
一
分
間
に
九

十
か
ら
百
戸
山
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
年
齢
と
と
も
に
少
し
低

下
す
る
。

血
中
原
紫
箆
紫
と
血
清
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
の
検
査
は
、
平
塚
市

の
基
本
健
康
診
査
に
含
ま
れ
て

い
る
。
自
分
の
健
康
管
理
の
た

め
に
、
ぜ
ひ

一
年
に
一
回
は
受

診
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

、
か
ん
予
防
は
検
診
で

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
を
対

象
に
、
が
ん
の
検
診
を
実
施
す

る
。
年
一
回
は
集
団
検
診
か
施

設
検
診
で
自
分
の
健
康
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
が
ん
予
防
を
心
掛
げ

よ
う
。

【集
団
検
診
】

マ
検
診
名
、
対
象
、
費
用

目
が
ん
(
刊
歳
以
上
)
五
百

円
、
大
腸
が
ん
(
刊
歳
以
上
)

三
百
円
、
子
宮
頚
が
ん
(
却
歳

以
上
)
四
百
円
、
乳
が
ん
(
初

蔵
以
上
)
百
円

マ
日
程
左
衰
の
と
お
り

な
お
、

4
月
日
目
、
幻
目
、

5
月
M
目
、
幻
目
、

6
月
却
目
、

7
月
お
日
、

8
月
幻
目
、

9
月

日
目
、
初
日
、
山
月
7
日
、
出

目、

日
月
刊
目
、
ロ
月
8
目、

1
月
日
目
、
初
日
、
2
月
日
日

は
、
結
核
健
康
診
断
も
実
施
す

る
(
受
診
無
料
)

マ
申
込
方
法
は
が
き
に
希
望

す
る
検
診
名
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
希
望

日
を
記
入
し
、
〒
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1
平
塚
市
健
康
蝶

へ

生
=一三三============
===
===三===========
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========
====
==
=========
==
===
==一町

川
い

き

い

包

ぼ

ι
f
19
r
y

掛
け
前
向
き
に
乗
り
切
っ
て

川

川

ふ

}
κ-gノ
、
三
』
]
一
一
仙
川
一
乙
、一J

い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

川

・

:

J

1

・

川
、F
h，‘，

，ア4
1
1
J
川
川

円

、

①
誰
・
も
が
通
る
も
の
な
の
で

川

r
F
矧
は
判

N
r
i
ι
E卜
刊

ニ
=
-

不
調
も
仕
方
が
な
い
と
割
り

川

川議
膏
F
ト

νH喝、
雪
J
P
M向

付
れ
刊
行
ヤ
げ

山

と
を
も
っ
③
バ
ラ
ン
ス
の

川

川

前

向

き

に

乗

り

切

る

l
更

年

期

障

害

良
い
食
事
を
心
掛
け
る
④

川

川

女
性
は
、
四
十
五
歳
か
ら
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
つ
ら
い
時
に
は
無
理
せ
ず
家

川

川

五
十
五
歳
こ
ろ
に
閉
経
を
迎
そ
の
程
度
や
時
期
に
は
個
人
族
に
自
分
の
状
態
を
話
し
て

川

川

え
る
。
そ
の
前
後
の
五
年
間
差
が
あ
る
。
症
状
は
突
然
あ
協
力
し
て
も
ら
う
⑤
相
談

川

川

く
ら
い
を
更
年
期
と
言
い
、
ら
わ
れ
、
そ
の
日
の
天
候
や
で
き
る
婦
人
科
の
主
治
医
を

川

川

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
一
季
節
、
家
庭
環
境
の
変
化
な
も
つ
⑤
き
れ
い
に
、
お
し

川

川

気
に
低
下
し
、
自
俸
神
経
系
ど
の
影
轡
も
受
け
る
。
ゃ
れ
に
を
心
掛
け
る

川

川

の
機
能
を
狂
わ
せ
る
。
そ
の
閉
経
後
数
年
経
て
ば
ホ
ル

更
年
期
を
老
年
期
へ
の
第

川

川

結
果
、
い
ろ
い
ろ
な
心
身
の
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
い
、
一
歩
と
考
え
ず
に
、
第
二
の

川

川

典
常
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
体
が
ホ
ル
モ
ン
の
少
な
い
状
人
生
の
ス
タ
ー
ト
と
考
え
、

川

川

を
更
年
期
障
害
と
言
う
。

態
に
慣
れ
て
く
る
の
で
自
然
生
き
生
き
と
し
た
す
て
き
な

川

川

誰
で
も
心
身
に
さ
ま
ざ
ま
に
治
る
が
、
次
の
こ
と
を
心
女
性
で
い
た
い
も
の
だ
。

川

訓三一一一
一一一一一一一一一一一一
一
一一一
一
一一一一一
一
一一一一一
一
一一一
一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一
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一
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【
施
設
検
診
】

せ
は
、
健
康
課
(
内
線
二
六

O
)

{電
話
相
談
}

市
内
の
実
施
医
療
機
関
で
子
へ
。

・
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
の
午

富

頚

が

ん

、

乳

が

ん

、

肺

が

ん

前

叩

時

1
午
後
4
時

検
診
が
受
け
ら
れ
る
。

マ
相
談
の
窓
口
お
よ
び
電
話
番

マ
検

診

名

、

対

象

、

費

用

号

保

健

セ
ン
タ
ー
(
電
話
M

子

宮

頚

が

ん

(

却

歳

以

上

)

|

o

=

一一一

)

一
千
円
、
乳
が
ん
(
羽
成
以
上
)

四
百
円
、
肺
が
ん
(
刊
歳
以
上
)

四
百
円

※
節
同
年
齢

(初

・
お
・

ω
・

刊
・
叩
・
日
・

ω
・
日
歳
)
お

よ
び
叩
歳
以
上
の
方
に
は
無
料

券
を
送
付
す
る

申
込
方
法
お
よ
び
実
施
医
療

機
関
名
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

健
康
と
栄
養
の

相
談
を
開
設
中

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
健
康
を
守
る
た
め
、
健
康
と

栄
援
に
関
す
る
相
談
を
保
健
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
(
来
所

の
と
き
は
予
約
す
る
)。
ぜ
ひ
ご

利
用
を
。

{来
所
相
談
〕

・
毎
週
月
1
金
昭
自
の
午
前
9

時

5
午
後
4
時

期 臼 会 場

4月15日(土) 市役 所

21日(金) 旭南 公 民 館

27日(木) ※湘南島協土沢支所

5月 ]4日(臼) 市役所

22日(月) 日本たばこ産業体育館

6月 19日(月) ※湘南農協城島支所

29日(木) 教育会館

7月 3日(月) ※湘南農協城島支所

23円(臼) 四之宮ふれあいセンター

24日(月) ※湘南農協岡崎支所

8月 1日(j() 金田公民館

27臼(日) 旭南 公 民 館

28門(月) 東海大学湘南校舎

9月 11臼(月〉 教育会館

19阿(j() ※湘南~協八ill咲支所

29H (金) 神田公 民 館

30 日 (ニと) 市役所

10月 7日(土) 市役 所

11日(オ<;.) ※大 神公民館

31日(火) 保健センター

11月 1日(7_/(.) ※湘 南出協盟国支所

8日(オ<;.) 旭南公 民 館

10日(金) 日本たばこ産業体育館

12月 8臼(金) 保健センター

1月10臼(オ<;.) ※湘商品協大野支所

16日(j() 保健センター

30日(火) 保健センター

2月 13臼(火) 保健センター

14日(7]<) ※湘商品協大野支所

がん集団検診日程表

※印は 、円 ・大脳がん検診のみ実施

平
塚
保
健
所
で
は
、
親
と
子

の
性
の
と
ら
え
方
の
違
い
な
ど

に
悩
む
親
を
対
象
に
思
春
期
間

出
会
を
聞
く
。

マ
日
時

3
月
却
日
(
水
)
午

後
1
時
初
分

1
3時
初
分

マ
会
場

宮
士
見
公
民
館

マ
講
師
日
本
家
族
計
画
協
会

ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
北
村
邦
夫

医
師

マ
内
容
親
世
代
と
子
供
世
代

の
ギ
ャ
ッ
プ

マ
対
象
思
容
期
の
子
供
を
持

つ
親
、
小

・
中
学
校
教
諭
、
相

談
員
等

マ
定
員
百
二
十
人
(
先
哲
順
)

マ
申
込
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

先

平
塚
保
健
所
(
屯
話
詑
|

O
一
三

O
)

思
春
期
の
子
供

の
性
を
考
え
る

-児童扶養手当制度
父母の離婚、父の死亡などによって

父と一緒に集荷していない児笠に乎

:封を支給する制度。遺族年金受給者

若手は除く。

・医療費助 成制度
母子、父子家庭などのひとり親家族

の1Jが医者にかかったとき、医出世

のうち、底部保険の自己負担額が無

料になる制l変。

・家庭奉仕員派遣制度
母子、父子家婦、器開の方が病気な
どのため、口常の家I)Jや育児に闘っ

たとき、家庭務仕只が身の回りのお

世話をする制度。
※いずれの制度も所得制限がある。

ひとり親家庭のみなδんヘ献血I乙ι脇1JをEf
く〉街頭献血予定日

• 3月14日ω紅谷パールロード
午前10時 30分~正午

• 3月25日比減¥I谷パールロード
午前10時30分 ~ 午後3時 30分

• 3月28日(刈紅谷パールロード
午前10時30分 ~正午

• 3 月 29 目。榊\I谷I~ーjレロード
午前10時30分 ~ 午後3時30分

図ご協力ありがとうございました <2月分〉
側サン ・ライフ、住友銀機械工銀側総合技術研究所、.l1i砂谷料工業側平塚工場、E:IiJl1.;fJ:体
側、 2富士チタン工業側平 塚工場、伊版製パン側予定車工場、キャノン師、戸塚事業所、側不一.
家平塚工場 児童童福祉課(内線 2]6)-問い合わせ



(4) 平成ア年3月 1日

マ~/I
各〈嘉
茂子:訪
ポ n
;!日ど:;
安?と
石室 ;宅

高ft:/'"
催

広報ひらつか

ド

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
、

各
種
教
室
を
開
催
す
る
。
春
の

足
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
あ
な
た

も
ス
ポ
ー
ツ
で
明
る
く
健
や
か

な
毎
日
を
送
ろ
う
。

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

に
、
教
室
・
コ
ー
ス
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

へ
申
し
込
む
。
た
だ
し
、
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
教
室

・
ス
ト
レ
ッ
チ

教
室
は
、
総
合
体
育
館
、
見
附

⑪ 
1、@

平塚球場

第 546号

台
体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
に
あ
る
申
込
岱
に
五
十
円
切

手
を
添
え
て
直
接
申
し
込
む
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
申
込
期
限

3
月
9
日
(
木
)

{
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
教
室
】

マ
臼
程

4
月
日
日

3
平
成
8

年
3
月
幻
日
の
木
曜
日

マ
時
間
午
後
4
時
却
分

1
5

時
却
分

マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
の
小
学
4
・
5
・
6
年
生

マ
定
員
初
人

マ
参
加
料
月
二
千
二
百
五
十

円

(
4
か
月
分

一
括
払
い
)

【
女
性
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
】

マ
日
程

4
月
日
目
3
平
成
8

年
3
月
ロ
日
の
火
幅
呂
、
会
話

回マ
時
間

午
前
9
時
泊
分

su

市野球協会谷季大会

市 少 年野球連盟オールス

ター大会

新関東大学野球連盟春季

リーグ戦

市野球協会審季大会

。主な大会

・12日10時

• 21日9時

• 25日 9時

• 26日 8時

分

3
日
時

a'第
2

コ
1
ス

ー
ロ
時
却
分

マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
女
性

マ
コ
l
ス

-
第
1
コ
1
ス

四

歳

smw歳

.
第
2
コ
l
ス

印

歳

5ω
歳

マ
定
員
各
コ
l
ス
と
も
二
百

人マ
参
加
料
四
千
円

【
第
一
回
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
】

マ
日
程

4
月
四
日
1
6月
日

日
の
毎
週
火
略
目
、
全
8
回

マ
時
間
午
後
1
時

3
2時

マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
印
歳
，
.、
、
，
的
歳
の

女
性

マ
定
員
印
人

マ
参
加
料
三
千
五
百
円

【
第
一
回
ジ
ャ
ズ
ア
サ
イ
ズ
教

室】マ
日
程

4
月
幻
臼

5
8月
4

日
の
金
昭
目
、
全
日
回

マ
時
間
午
後
6
時
却
分

1
7

時
叩
分

マ
会
場

a-
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

@
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
一
γ
加

平
壕
市
大
原
1

1
1
、
平
塚
球

場
内
(
篭
話
お

l
O
一
O
一一)

O
体
育
課

一
T
加
平
塚
市
大
原

1
1
1
、
平
塚
球
場
内
(
電
話

担

1
一一一

O
六

O)

時マ
会
場
総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
女
性

マ
定
員

印
人

マ
参
加
料
前
期
分
九
千
九
百

円
【
第
一
回
水
泳
教
室
〕

マ
日
程

4
月
4
図
1
4
丹
羽

目
の
毎
週
火

・
金
曜
日
、
全
8

回マ
時

間

午

後

6
時
叩
分

3
8

時マ
会
場
総
合
体
育
館
ブ
ー
ル

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方
(
高
校
生
は
除
く
)

マ
コ
1
ス
と
定
員

.
第
1
コ
1
ス
(
初
心
者
)
四

歳

1
mw歳
、
叩
人

・
第
2
コ
1
ス
(
初
心
者
)
叫

歳

i
m歳
、
加
入

A'第
3
コ
ー
ス
(
初
級
者
)
四

歳，、.，

m歳
、
日
人

マ
参
加
料
五
千
円

{
第
一
回
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
}

マ
日
程
4
月
日
臼

1
6月
初

日
の
火

・
木
昭
目
、
全
凶
回

マ
時
間

A'第
1

コl
ス

午
前
日
時

総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
で
同
歳
以
上
の
方

マ
定
員

印
人

マ
参
加
料
七
千
円

横
、
内
小
に
ナ
イ

タ
ー
の
施
設
が

横
内
小
学
校
に
夜
間
照
明

(
ナ
イ
タ
ー
)
施
設
が
新
設
さ

れ
、
五
月
か
ら
利
用
で
き
る
。

利
用
の
申
し
込
み
は
、
四
月

一
一
日
か
ら
公
共
施
設
情
報
シ
ス

テ
ム
で
受
け
付
け
る
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
を
。

マ
抽
選
申
込
コ
ー
ド

0
7
0

勺'
マ
空
き
照
会
・
予
約
コ

1
ド

nU
弓

'
n
U勾
'
nu
n
u

マ
利
用
種
目
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
(
少
年
用
)
、
陸
上
競

技マ
使
用
料
三
千
円

マ
利
用
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
て
、
公
共
施
設
利
用
登
録
と

学
校
体
育
施
設
開
放
利
用
登
録

の
し
て
あ
る
方

マ
問
い
合
わ
せ
先

体
育
課

球
場
技
術
員
を
募
集

総
合
公
園
管
理
事
務
所
で

は
、
平
塚
球
場
と
平
塚
競
技
場

で
開
催
さ
れ
る
大
会
等
の
場
内

放
送
や
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
掲

示
を
行
う
技
術
員
を
募
集
す

午
前
9
時
却

平塚競技場

@ 
司叩@

る
。
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
総
合
公
園
管
理
事
務
所
(
電

話
お
|
二
二
三
三
)
へ
。

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
。

少
年
少
女
マ
ラ

ソ
ン
大
会
結
果

各
部
の
優
勝
者
は
次
の
と
お

り
(
敬
称
略
)

-5年
男
子
2
J
M

佐
藤
佑

太
(
花
水
)

7

分

M
秒

-5年
女
子
1
J
M

杉
田
好

(
勝
原
)

3
分
刊
秒

-6年
男
子
2
J
M

富
田
孝

二

(
宮
士
見
)

7

分
げ
秒

-6年
女
子
1
J
M川
原
田
真

総合体育館 一

場号
。 主 な大会

4日、 5日10時実業団バレー ボ ー

ル地域リーグプレー オ フ

大会 (有料)

.11日 9時市卓球協会長杯争奪大会

・12日、 19日 9時県実業団パスケツ

トボール選手権大会

平塚弓道大会

県総 合バドミントン選手

権大会

※問い合わせは、総合公園管理

事務所(電話35ー 2233)へ。

• 21日 9時

・26日 9時

あ
る
く
会
が
早

春
の
小
田
原
を

平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
三
月

例
会
を
行
う
。
今
回
は
、
箱
根

湯
本
か
ら
小
田
原
西
部
の
丘
陵

地
帯
を
歩
く
。

暮
ら
し
の
受
流
会
開
<

平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
消
費
者
と
事
業
者
(
小
売

庖
、
ス
ー
パ
ー
)
、
行
政
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
意
見
や
情
報
の

交
換
を
行
う
、
交
流
会
臓
を
開

催
す
る
。

申
し
込
み
は
電
話
で
、
平
塚

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
電
話

n

l
四
O
九
五
)
ま
た
は
地
域
づ

く
り
課
(
内
線
二
六
一エ)

へ。

マ
テ
1
マ
「
輸
入
背
果
物
の

原
産
国
等
の
表
示
」

マ
期
日

3
月
お
臼
(
木
)

マ
時
間
午
後
1
時
初
分
1
4

時マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
第
2
会
議
室

(
M
N
ピ
ル

日
階
)

マ
定
員
百
五
十
人
(
先
着
順
)

※
2
歳
以
上
幼
児
の
保
育
あ
り

春イ本み親子で、旋設見管会ヘ
① 3月27日伺)

② 3月30日側
・対象小学生と保後者

・集会 午前 8時50分市民ホール

・定員 ①、②とも先活50人

・持ちもの弁当、雨具、怨記用具

-コース 市役所ー金目川下流で水の観

祭 -J.I再現科学センタ一一総合公闘で昼

食ー総合公園防災伽帯2倉庫見学 大神

環境衛生センタ一一新港一市役所

・申 し込み 希望される方は、はがきに

参加者会員の住所氏名と、官ZZ舌番号、

子供の学年と希望自を記入し「〒254平

塚市浅間町 9- 1 平 塚 市 広報広聴線

施設見学係Jへ。
電話でもよい{内線315)

実施日

。見附台体育館 (旬結3ト 3057)

・開放種目 卓球、バドミントン、パスケツ

ト、ソフトテニス (-16日割、バレー (-16時}

• 3月13日(月)午後 1時'"'"'8時

• 3月27日(月)グ

。金田公民館体育館 (電話31-2136)

0金目公民館体育館 (電話58-0101)

。神田公民館体育館 (包鱈55-0239)

0旭南公民館体育館 (包括31-2255)

・開放置目 バレー(9時-13時)、パドミン

トン、ほ球(13時-16H寺)、バスケット (16

時 -20時〉

• 3月6日(月)午前9時~午後8時

・3月20日(月) 11 

健胃飽@固叡固
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